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代表　　吉　田　潤　一　　

ロボット・マイクロ合成研究会 第２６回研究会のご案内
　

拝啓　初秋の候　益々ご清祥の段お慶び申し上げます。

　平素より本研究会の運営に際し、種々ご協力を賜わり有り難く御礼申し上げます。

　本研究会は、平成９(1997)年に第１回ロボット合成研究会が開催されましてから、今日まで、１２回の公開講演会を含む２５回の研究会を開催してきております。研究会の趣旨は、ホームページのhttp://mol.dic.cit.nihon-u.ac.jp/rsfg/aboutrsf.htmlにも記載されておりますとおり、

「有機合成化学は，科学技術の様々な分野で必要とされる有機物質をつくりだし供給するという役割を担っている。しかし，最近の分析機器の発展に比べて，実際の合成は人の手で行われており旧態依然としているのが現状であり，ロボットによる合成の自動化が強く望まれている。自動合成は，省力化，効率化，精密化，安全と いう面だけでなく，有機合成の新手法としても期待され，その社会的ニーズが極めて高くなっている。」

との問題意識に立って活動しております。最近のマイクロリアクタ分野への関心もこの延長線上で捕らえることができます。

　しかし当初、期待された合成反応の自動化の現状は、システムの開発側も、その利用（活用）者側にとっても、非常に満足すべき状況であるとは言いがたいと考えます。そこで本研究会が、会員の皆さんのご要望やご期待に沿っているかどうかにつき率直な討論する場を作りたいと、下記のとおり企画いたしました。ふるってご参加いただけますようお願い申し上げます。
敬　具　
（記）
日時：平成１６年１０月８日（金）１３：３０～１９：００　　　　

会場：大阪科学技術センター４Ｆ４０３号室
（大阪市西区靫本町1-8-4、電話06-6443-5324）

＜交通＞地下鉄四つ橋線「本町」駅下車、北へ徒歩約７分、うつぼ公園北詰め
内容次第：

（1） 企画者のプレゼンテーション：（１３：３０～１５：３０）
　　　菅原　徹氏（第１回研究会講師）、岡本秀穗氏（同第２回講師）
<資料１＆２参照>
（2） 自由討論：（１５：４０～１７：００）
今回のロボット・マイクロ合成研ではお二人の自動合成の権威に、ご報告いただくとともに、その後で自由に議論いただくというロボット・マイクロ合成研ならではのゴージャスな企画を組みました。合成の自動化の今をあらためて原点に立ち戻り考えてみたいと思います。皆様方の本討論への積極的なご参加を期待しております。
　　進行役　大阪府立大学　柳　日馨氏
（3） ミキサー（１７：００～１９：００）

会場：同所６０５号室　参加費２,０００円（当日申し受けます）

備　　考：

　　　問題意識としましては、

· 合成自動化の目的は何か？何のために行うのか？

· 合成自動化研究の現状はどうなのか？

　　　①システムの開発サイド、②システムの利用（活用）サイド

· 合成自動化は、研究の”効率化”に役立つのか？

· 合成自動化の推進に障害はあるのか？あるとすればその課題は何か？それを克服する方法・方策は何か？

· 開発するシステム側が考える問題点・課題、またそのシステムを利用（活用）する側が考える問題点・課題（システムの自作か、購入かの選択も含）

　　　などが考えられます。会場から活発な問題提起と、議論が巻き起こることを希望いたします。
以上
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〔第２６回研究会（１０月８日）参加申込書〕
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